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科
学
技
術
顧
問
の
設
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

社
会
が
複
雑
化
す
る
に
伴
っ
て
、
行
政
の
意
思
決
定
の
場
面
で
も
科
学
的
専
門
性
を
伴
っ
た
判
断
が
求
め
ら
れ
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
行
政
へ
の
科
学
的
助
言
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

国
際
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
科
学
技
術
顧
問
と
し
て
、
英
国
の
政
府
主
席
科
学
顧
問
と
、
米
国
の
科
学
技
術
政
策
局
局
長

（
科
学
技
術
担
当
大
統
領
補
佐
官
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
国
と
も
、
科
学
技
術
顧
問
は
、
平
時
と
緊
急
事
態
、
国
家
安
全
保
障

が
関
係
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
や
首
相
、
内
閣
等
に
対
す
る
科
学
的
助
言
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
。日

本
で
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
か
ら
、
外
務
大
臣
科
学
技
術
顧
問
（
外
務
省
参
与
）
に
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
岸
輝
雄
氏

が
起
用
さ
れ
て
お
り
、
科
学
技
術
と
外
交
を
結
び
付
け
た
成
果
を
出
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

過
去
の
国
会
に
お
い
て
も
、
科
学
技
術
顧
問
の
設
置
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
四

日
召
集
の
第
百
八
十
六
回
国
会
に
お
け
る
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
附
帯
決
議
で
も
「
五

総
合
科
学
技
術

会
議
の
司
令
塔
機
能
強
化
に
加
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に
対
し
て
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
助
言
等
を
行
う
科

学
技
術
顧
問
（
仮
称
）
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
」
と
の
決
議
（
以
下

一



「
本
件
附
帯
決
議
」
と
い
う
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
閣
や
外
務
省
を
除
く
各
省
に
、
常
設
の
科
学
技
術
顧
問
を
設
置
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

以
上
を
前
提
に
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
件
附
帯
決
議
が
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
科
学
技
術
顧
問
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
場
で
、
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。
検
討
結
果
も
含
め
て
回
答
い
た
だ
き
た
い
。

二

仮
に
本
件
附
帯
決
議
か
ら
現
在
ま
で
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

三

現
在
に
お
い
て
も
、
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
の
存
在
や
、
内
閣
府
そ
の
他
省
庁
に
設
置
さ
れ
る
会
議
に
お
け
る
有
識
者

の
組
み
入
れ
に
よ
り
、
一
定
程
度
科
学
技
術
に
関
す
る
知
見
を
行
政
運
営
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か

し
、
今
後
益
々
複
雑
化
す
る
社
会
問
題
に
対
し
、
行
政
が
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
に
は
、
内
閣
及
び
各
省
に
、

常
設
の
科
学
技
術
顧
問
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
は
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

二


